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ＩＳＨ-１１４ Remote制御詳細 
 
1.Protocol 
 
 RS-232C準拠/RS-485（Half Duplex）準拠 
 Start Bit 1 
 Stop Bit 1または2 
 Data Bit 8または7 
 Parity  Odd/Even/None 
 Data Rate 2,400/4,800/9,600/19,200/38,400 bit per second 可変 
 Code  ASCII 
 Terminate CR LF 
 
2.Write command 
 ISH-114がMenuを表示している状態ではコマンドを受け付けません。 
 「ＭＥＮＵ+CR,LF」を返します。 
 
 2-1.Answer 
  「ＧＯ+CR,LF」  正常受信、正常実行 
  「ＧＮ+CR,LF」  正常受信、モード違い 
  「Ｅ０+CR,LF」  Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」  Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」  Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」  Command error 
  「ＭＥＮＵ+CR,LF」  Menu状態 
 
 2-2.Command 
 
  2-2-1.アラーム関連 
 
  2-2-1-1.「ＡＣＡｃｐｐ+CR,LF」（Alarm Connector Arrange number 1～8 page 01～64） 
    アラーム端子1～8のページ割り付けを個別に設定します。 
    ｃは､端子番号【１】～【８】です。 

    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-2.「ＡＣＡｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ+CR,LF」（Alarm Connector Arrange） 
    アラーム端子1～8のページ割り付けをまとめて設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】で8端子×2＝16bytesのデータが必要です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-3.「ＡＤＯＦ+CR,LF」（Alarm Display Off） 
    アラーム状態時の「ＡＬＡＲＭ」という文字表示を【ＯＦＦ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-4.「ＡＤＯＮ+CR,LF」（Alarm Display On） 
    アラーム状態時の「ＡＬＡＲＭ」という文字表示を【ＯＮ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-5.「ＡＤＴｎｎｎ+CR,LF」（Alarm Duration Time 003～999） 
    アラーム状態の保持時間を設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

    ｎｎｎは､秒数で設定範囲は､【００３】～【９９９】秒です。 
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  2-2-1-6.「ＡＭＥ+CR,LF」（Alarm Mode External） 
    アラームのモードを【ＥＸＴ．】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-7.「ＡＭＩ+CR,LF」（Alarm Mode Internal） 
    アラームのモードを【ＩＮＴ．】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-8.「ＡＰＢ+CR,LF」（Alarm Polarity Break） 
    アラーム入力の極性を【ＢＲＥＡＫ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-9.「ＡＰＭ+CR,LF」（Alarm Polarity Make） 
    アラーム入力の極性を【ＭＡＫＥ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-10.「ＡＲＯＦ+CR,LF」（Alarm Return Off） 
    アラーム リターンを【ＯＦＦ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-1-11.「ＡＲＯＮ+CR,LF」（Alarm Return On） 
    アラーム リターンを【ＯＮ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-2.スクロール表示速度 
 
  2-2-2-1.「ＩＳＳｎｎｎ．．．ｎ+CR,LF」（Information Scroll Speed 全page 01～64） 
    スクロール表示速度を全ページまとめて設定をします。 
    ｎは､速度【１】～【４】で64ページ＝64bytesのデータが必要です。 
 
  2-2-2-2.「ＩＳＳｐｐｎ+CR,LF」（Information Scroll Speed Page 01～64） 
    ページ毎のスクロール表示速度を個別に設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｎは､速度【１】～【４】です。 
 
  2-2-2-3.「ＩＳＳＡｎ+CR,LF」（Information Scroll Speed All page 01～64 同設定） 
    全ページのスクロール表示速度を同一に設定をします。 
    ｎは､速度【１】～【４】です。 
 
  2-2-3.タイトル設定関連 
 
  2-2-3-1.「ＣＡｐｐ＊＊＊＊＊＊＊＊．．．＊＊＊＊+CR,LF」（Character Assign page 01～64） 
    ページ毎のタイトルを設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ＊はJISコードで1文字2Bytesで表されフォントサイズにより最長文字数が異なります。 
     Sサイズ 224文字×4＝896bytes 
     Mサイズ 168文字×4＝672bytes 
     Lサイズ 112文字×4＝448bytes 
 
    最長文字未満の場合スペース文字（0x2121）を挿入してください。 
    ✩外字のコードは0xa365～0xa64aです。 
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  2-2-4.文字色関連 
 
  2-2-4-1.「ＣＡＢＣｃｂｃｂ．．．．ｃｂ+CR,LF」（Character And Border Color 全page 01～64） 
    全ページの文字色＆縁取り色をまとめて設定します。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃ,ｂは､64ページ×2＝128bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-4-2.「ＣＡＢＣｐｐｃｂ+CR,LF」（Character And Border Color page 01～64） 
    ページ毎の文字色＆縁取り色を個別に設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-3.「ＣＡＢＣＡｃｂ+CR,LF」（Character And Border Color All page 01～64 同設定） 
    全ページの文字色＆縁取り色を同一に設定します。 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-4.「ＣＢＣｂｂ．．．．ｂ+CR,LF」（Character Border Color 全page 01～64） 
    全ページの文字縁取り色をまとめて設定します。 
    ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｂは､64ページ＝64bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-4-5.「ＣＢＣｐｐｂ+CR,LF」（Character Border Color page 01～64） 
    ページ毎の文字縁取り色を個別に設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-6.「ＣＢＣＡｂ+CR,LF」（Character Border Color All page 01～64 同設定） 
    全ページの文字縁取り色を同一に設定します。 
    ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-7.「ＣＣｃｃ．．．ｃ+CR,LF」（Character Color 全page 01～64） 
    全ページの文字色をまとめて設定します。 
    ｃは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃは､64ページ＝64bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-4-8.「ＣＣｐｐｃ+CR,LF」（Character Color page 01～64） 
    ページ毎の文字色を個別に設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｃは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-4-9.「ＣＣＡｃ+CR,LF」（Character Color All page 01～64 同設定） 
    全ページの文字色を同一に設定します。 
    ｃは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  2-2-5.フォントサイズ関連 
 
  2-2-5-1.「ＣＦＳｓｓ．．．．ｓ+CR,LF」（Character Font Size 全設定） 
    全ページの表示文字のフォントサイズをまとめて設定します。 
    ｓは､サイズでＳ：Small Ｍ：Medium Ｌ：Large です。 
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  2-2-5-2.「ＣＦＳ０１ｓ+CR,LF」～「ＣＦＳ６４ｓ+CR,LF」（Character Font Size page01～64） 
    各ページの表示文字のフォントサイズを個別に設定します。 
    ｓは､サイズでＳ：Small Ｍ：Medium Ｌ：Large です。 
 
  2-2-5-3.「ＣＦＳＡｓ+CR,LF」（Character Font Size 全page 同設定） 
    全ページの表示文字のフォントサイズを同一に設定します。 
    ｓは､サイズでＳ：Small Ｍ：Medium Ｌ：Large です。 
 
  2-2-6.文字レベル関連 
 
  2-2-6-1.「ＣＷＬｌｌｌ．．．ｌ+CR,LF」（Character White Level 全page 01～64） 
    全ページの文字のホワイトレベルをまとめて設定します。 
    ｌは､設定値【Ｌ】Low，【Ｈ】High で64ページ＝64bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-6-2.「ＣＷＬｐｐＨ+CR,LF」（Character White Level page 01～64 High） 
    ページ毎の文字のホワイトレベル設定を個別に【Ｈ】Highに設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-6-3.「ＣＷＬｐｐＬ+CR,LF」（Character White Level page 01～64 Low） 
    ページ毎の文字のホワイトレベル設定を個別に【Ｌ】Lowに設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-6-4.「ＣＷＬＡＨ+CR,LF」（Character White Level All page 01～64 High 同設定） 
    全ページの文字のホワイトレベルを【Ｈ】Highに設定します。 
 
  2-2-6-5.「ＣＷＬＡＬ+CR,LF」（Character White Level All page 01～64 Low 同設定） 
    全ページの文字のホワイトレベルを【Ｌ】Lowに設定します。 
 
  2-2-7.文字背景ベタ塗り関連 
 
  2-2-7-1.「ＦＢｏｏｏ．．．ｏ+CR,LF」（Fill Bordering 全page 01～64） 
    全ページの文字背景色ベタ塗りをまとめて設定します。 
    ｏは､設定値【ＯＦ】Off/【ＯＮ】Onで64ページ＝64bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-7-2.「ＦＢｐｐＯＦ+CR,LF」（Fill Bordering page 01～64 Off） 
    ページ毎の文字背景色ベタ塗りを個別に【ＯＦ】Offに設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-7-3.「ＦＢｐｐＯＮ+CR,LF」（Fill Bordering page 01～64 On） 
    ページ毎の文字背景色ベタ塗りを個別に【ＯＮ】Onに設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-7-4.「ＦＢＡＯＦ+CR,LF」（Fill Bordering All page 01～64 Off同設定） 
    全ページの文字背景色ベタ塗りを【ＯＦ】Offに設定します。 
 
  2-2-7-5.「ＦＢＡＯＮ+CR,LF」（Fill Bordering All page 01～64 On同設定） 
    全ページの文字背景色ベタ塗りを【ＯＮ】Onに設定します。 
 
  2-2-8.表示関連 
 
  2-2-8-1.「ＩＤＯＦ+CR,LF」（Information Display OFF） 
    文字表示を消去します。 
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  2-2-8-2.「ＩＤＯＮ+CR,LF」（Information Display ON） 
    文字表示消去を解除します。 
 
  2-2-8-3.「ＩＤＯｐｐｎｎ+CR,LF」（Information Display Offset page01～64 nn） 
    ページ毎の表示位置微調整を設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｎｎは､【００】～【１５】です。 
 
  2-2-8-4.「ＩＤＯＡｎｎ+CR,LF」（Information Display Offset All nn） 
    全ページの表示位置微調整を同一に設定します。 
    ｎｎは､【００】～【１５】です。 
 
  2-2-8-5.「ＩＤＯｎｎｎｎｎｎ．．．ｎｎ+CR,LF」（Information Display Offset 全page一斉設定） 
    全ページの表示位置微調整をまとめて設定します。 
    ｎｎは､【００】～【１５】です。 
 
  2-2-8-6.「ＩＤＰｐｐｐ．．．ｐ+CR,LF」（Information Display Position 全page 01～64） 
    全ページの表示位置設定をまとめて設定します。 
    ｐは､Ｂ：【ＢＯＴＴＯＭ】 Ｔ：【ＴＯＰ】で64ページ＝64bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-8-7.「ＩＤＰｐｐＢ+CR,LF」（Information Display Position page 01～64 Bottom） 
    ページ毎の表示位置を最下行【ＢＯＴＴＯＭ】に設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-8-8.「ＩＤＰｐｐＴ+CR,LF」（Information Display Position page 01～64 Top） 
    ページ毎の表示位置を最上行【ＴＯＰ】に設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-8-9.「ＩＤＰＡＢ+CR,LF」（Information Display Position All page 01～64 Bottom同設定） 
    全ページの表示位置を最下行【ＢＯＴＴＯＭ】に設定します。 
 
  2-2-8-10.「ＩＤＰＡＴ+CR,LF」（Information Display Position All page 01～64 Top同設定） 
    全ページの表示位置を最下行【ＴＯＰ】に設定します。 
 
  2-2-8-11.「Ｐｐｐ+CR,LF」（Page 01～64） 
    表示するページを設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますとアラーム状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し強制解除を 

    しません。 
 
  2-2-8-12.「ＰＡＳ+CR,LF」（Page Auto Sequence） 
    表示を自動切替えに設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますとアラーム状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し強制解除を 

    しません。 
 
  2-2-8-13.「ＩＳＭＯＦ+CR,LF」（Information Scroll Move OFF） 
    スクロール表示停止を解除します。 
 
  2-2-8-14.「ＩＳＭＯＮ+CR,LF」（Information Scroll Move ON） 
    スクロール表示を停止します。 
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  2-2-9.コネクタ入力設定 
 
  2-2-9-1.「ＣＩＡ+CR,LF」（Connector In Alarm） 
    端子台入力を【ＡＬＡＲＭ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-9-2.「ＣＩＲ+CR,LF」（Connector In Remote） 
    端子台入力を【ＲＥＭＯＴＥ】に設定します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-10.日付,時刻設定 
 
  2-2-10-1.「ＤＳＤｎｎ+CR,LF」 （Date Set Day） 
    日付の日の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【３１】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

 
  2-2-10-2.「ＤＳＭｎｎ+CR,LF」 （Date Set Month） 
    日付の月の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【１２】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

 
  2-2-10-3.「ＤＳＹｎｎ+CR,LF」 （Date Set Year） 
    日付の年の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【９９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

 
  2-2-10-4.「ＴＳＡ+CR,LF」 （Time Set Adjustment） 
    時刻の秒の単位を００に設定します。 
    その時の時刻が３０秒未満の場合００秒に合わせます。 
    その時の時刻が３０秒以上の場合００秒に合わせ分の単位を＋１します。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

 

  2-2-10-5.「ＴＳＨｎｎ+CR,LF」 （Time Set Hour） 
    時刻の時の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【２３】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

 

  2-2-10-6.「ＴＳＭｎｎ+CR,LF」 （Time Set Minute） 
    時刻の分の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 

 
  2-2-10-7.「ＴＳＳｎｎ+CR,LF」 （Time Set Second） 
    時刻の秒の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
    アラーム状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し設定しません。 
 
  2-2-11.日付時刻表示設定 
 
  2-2-11-1.「ＴＳＤＯＦ+CR,LF」 （Time Signal Display Off） 
    日付時刻表示を【ＯＦＦ】に設定します。 
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  2-2-11-2.「ＴＳＤＯＮ+CR,LF」 （Time Signal Display On） 
    日付時刻表示を【ＯＮ】に設定します。 
 
  2-2-11-3.「ＴＳＤＳＮ+CR,LF」 （Time Signal Display Size Normal） 
    日付時刻表示のサイズを【ＮＯＲＭＡＬ】に設定します。 
 
  2-2-11-4.「ＴＳＤＳＳ+CR,LF」 （Time Signal Display Size Small） 
    日付時刻表示のサイズを【ＳＭＡＬＬ】に設定します。 
 
  2-2-11-5.「ＴＳＤＲ１+CR,LF」～ 「ＴＳＤＲ８+CR,LF」（Time Signal Display Range 1～8） 
    日付時刻表示のレンジを設定します。 
    1は【ＹＭＤＨＭＳ】 年月日時分秒 です。 
    2は【ＹＭＤＨＭ 】 年月日時分  です。 
    3は【ＹＭＤ   】 年月日    です。 
    4は【 ＭＤＨＭＳ】  月日時分秒 です。 
    5は【 ＭＤＨＭ 】  月日時分  です。 
    6は【 ＭＤ   】  月日    です。 
    7は【   ＨＭＳ】    時分秒 です。 
    8は【   ＨＭ 】    時分  です。 
 
  2-2-12.リモート関連 
 
  2-2-12-1.「ＲＣＡｃｐｐ+CR,LF」（Remote Connector Arrange no. 1～8 page 01～64） 
    リモート端子1～8のページ割り付けを個別に設定します。 
    ｃは､端子番号【１】～【８】です。 

    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-12-2.「ＲＣＡｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ+CR,LF」（Remote Connector Arrange） 
    リモート端子1～8のページ割り付けをまとめて設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】で8端子×2＝16bytesのデータが必要です。 
 
  2-2-12-3.「ＲＭＢＩＮ+CR,LF」（Remote Mode Binary） 
    リモート モードを【ＢＩＮ．】Binaryに設定します。 
 
  2-2-12-4.「ＲＭＢＩＴ+CR,LF」（Remote Mode Bit） 
    リモート モードを【ＢＩＴ 】Bitに設定します。 
 
  2-2-12-5.「ＲＭＯＰＥ+CR,LF」（Remote Mode Operation） 
    リモート モードを【ＯＰＥ．】Operationに設定します。 
 
  2-2-13.電源投入時の表示ページ 
 
  2-2-13-1.「ＰＯＳＰｐｐ+CR,LF」（Power On Screen Page 01～64） 
    電源投入時のページ番号を設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-13-2.「ＰＯＳＰＡＳ+CR,LF」（Power On Screen Page Auto Sequence） 
    電源投入時､自動切替えを設定します。 
 
  2-2-14.ビデオ・ロス時の色 
 
  2-2-14-1.「ＶＬＢＣＢ+CR,LF」（Video Loss Background Color Blue） 
    ビデオ ロス時の画面色を【ＢＬＵＥ】青に設定します。 
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  2-2-14-2.「ＶＬＢＣＮ+CR,LF」（Video Loss Background Color Normal） 
    ビデオ ロス時の画面色を【ＮＯＲＭＡＬ】黒に設定します。 
 
  2-2-15.スケジュール関連 
 
  2-2-15-1.「ＳＤｄｄＰＡＯＦ+CR,LF」（Schedule Day 01～31 Pattern 01～24 All 無効 同設定） 
    スケジュールDAYｄｄの全パターン1～24を無効に設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

 

  2-2-15-2.「ＳＤｄｄｈｈｍｍｐｐｐ．．．ｈｈｍｍｐｐ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd 全pattern Hour hh Minute mm Page pp） 
    スケジュールDAYｄｄのパターン1～24の時間とページをまとめて設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 

    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 

    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
    ｈｈｍｍｐｐは24パターン×6＝144bytes必要です。 
 
  2-2-15-3.「ＳＤｄｄＰｐｐｐｐ．．．ｐｐ+CR,LF」（Schedule Day dd 全pattern Page pp） 
    スケジュールDAYｄｄのパターン1～24のページをまとめて設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】で24パターン×2＝48bytes必要です。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  2-2-15-4.「ＳＤｄｄＴｈｈｍｍ．．．．ｈｈｍｍ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd 全pattern Time Hour hh Minute mm） 
    スケジュールDAYｄｄのパターン1～24の時間をまとめて設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 

    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 

    ｈｈｍｍは24パターン×4＝96bytes必要です。 
 
  2-2-15-5.「ＳＤｄｄＮｎｎｈｈｍｍｐｐ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd pattern nn Hour hh Minute mm Page pp） 
    スケジュールDAYｄｄのパターンnnの時間とページを個別に設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｎｎは､パターン【０１】～【２４】です。 

    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 

    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 

    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  2-2-15-6.「ＳＤｄｄＮｎｎＰｐｐ+CR,LF」（Schedule Day dd pattern nn Page pp） 
    スケジュールDAYｄｄのパターンnnのページを個別に設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｎｎは､パターン【０１】～【２４】です。 

    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
 
 
 
 



 9

  2-2-15-7.「ＳＤｄｄＮｎｎＴｈｈｍｍ+CR,LF」 
    （Schedule Day dd pattern nn Time Hour hh Minute mm） 
    スケジュールDAYｄｄのパターンnn4の時間を個別に設定します。 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｎｎは､パターン【０１】～【２４】です。 

    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 

    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 

 

  2-2-15-8.「ＳＳＡＯＦ+CR,LF」（Schedule Set All 無効 同設定） 
    スケジュール設定を全て無効にします。 
 
  2-2-16.自動切替え時の表示/非表示 
 
  2-2-16-1.「ＰＡＳｌｌｌ．．．ｌ+CR,LF」（Page Auto Sequence 全page 01～64） 
    自動切替え時の全page 01～64のLive/Skipをまとめて設定します。 
    ｌは､【Ｌ】Live 【Ｓ】Skipで64ページ＝64bytesの設定データが必要です。 
 
  2-2-16-2.「ＰＡＳｐｐＬ+CR,LF」（Page Auto Sequence page 01～64 Live） 
    ページ毎の自動切替え時の表示をLiveに設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-16-3.「ＰＡＳｐｐＳ+CR,LF」（Page Auto Sequence page 01～64 Skip） 
    ページ毎の自動切替え時の表示をSkipに設定します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  2-2-16-4.「ＰＡＳＡＬ+CR,LF」（Page Auto Sequence All page 01～64 Live 同設定） 
    全ページの自動切替え時の表示をLiveに設定します。 
 
  2-2-17.外字関連 
 
  2-2-17-1.「ＧｎｎｎＰｐｐＩｍｍｍ+CR,LF」（外字nnn番をPage 01～64のmｍm番目に挿入） 
    ページ毎のタイトルのmm番目にｎｎｎ番に登録されている外字を挿入します。 
    ｎｎｎは､外字登録番号で 

     フォントサイズSは､【００１】～【２５６】です。 
     フォントサイズMは､【００１】～【１６０】です。 
     フォントサイズLは､【００１】～【０７０】です。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｍｍｍはタイトルの何文字目に挿入するかを表します。 
     フォントサイズSは､【００１】～【２２４】です。 
     フォントサイズMは､【００１】～【１６８】です。 
     フォントサイズLは､【００１】～【１１２】です。 
 
 
 
3.Read command 
 
 3-1.異常時Answer 
  「Ｅ０+CR,LF」 Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」 Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」 Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」 Command Error 
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 3-2.Command 
 
  3-2-1.アラーム関連 
 
  3-2-1-1.「ＲＡＣＡｃ+CR,LF」（Read Alarm Connector Arrange no. 1～8） 
    アラーム端子1～8のページ割り付け設定を個別に返します。 
    ｃは､端子番号【１】～【８】です。 

    「ＡＣＡ１ｐｐ+CR,LF」～「ＡＣＡ８ｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  3-2-1-2.「ＲＡＣＡ+CR,LF」（Read Alarm Connector Arrange） 
    アラーム端子1～8のページ割り付け設定をまとめて返しします。 
    「ＡＣＡｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ+CR,LF」 

    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】で8端子×2＝16bytesです。 
 
  3-2-1-3.「ＲＡＤ+CR,LF」（Read Alarm Display） 
    アラーム状態時の「ＡＬＡＲＭ」という文字表示の設定を返します。 
   「ＡＯＦ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 

    「ＡＯＮ+CR,LF」 【ＯＮ】 
 
  3-2-1-4.「ＲＡＤＴ+CR,LF」（Read Alarm Duration Time） 
    アラーム状態の保持時間の設定値を返します。 
    「ＡＤＴ００３+CR,LF」～「ＡＤＴ９９９」【００３】～【９９９】秒 
 
  3-2-1-5.「ＲＡＭ+CR,LF」（Read Alarm Mode） 
    アラームのモード設定を返します。 
    「ＡＭＥ+CR,LF」 【ＥＸＴ．】 
    「ＡＭＩ+CR,LF」 【ＩＮＴ．】 
 
  3-2-1-6.「ＲＡＰ+CR,LF」（Read Alarm Polarity） 
    アラーム入力の極性設定を返します。 
    「ＡＰＢ+CR,LF」 【ＢＲＥＡＫ】 
    「ＡＰＭ+CR,LF」 【ＭＡＫＥ】 
 
  3-2-1-7.「ＲＡＲ+CR,LF」（Read Alarm Return） 
    アラーム リターンの設定を返します。 
    「ＡＲＯＦ+CR,LF」【ＯＦＦ】 
    「ＡＲＯＮ+CR,LF」【ＯＮ】 
 
  3-2-2.スクロール表示速度 
 
  3-2-2-1.「ＲＩＳＳ+CR,LF」（Read Information Scroll Speed 全page 01～64） 
    スクロール表示速度の設定を全ページまとめて返します。 
    「ＩＳＳｎｎｎ．．．ｎ+CR,LF」 
    ｎは､速度【１】～【４】で64ページ＝64bytesです。 
 
  3-2-2-2.「ＲＩＳＳｐｐ+CR,LF」（Read Information Scroll Speed Page 01～64） 
    ページ毎のスクロール表示速度の設定を個別に返します。 
    「ＩＳＳ０１ｎ+CR,LF」～「ＩＳＳ６４ｎ+CR,LF」 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    ｎは､速度【１】～【４】です。 
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  3-2-3.タイトル設定関連 
 
  3-2-3-1.「ＲＣＡｐｐ+CR,LF」（Read Character Assign page 01～64） 
    ページ毎のタイトル設定を返します。 
    ｐｐは､ページ番号で【０１】～【６４】です。 

    「ＣＡｐｐ＊＊＊＊＊＊＊＊．．．＊＊＊＊+CR,LF」 
    ＊はJISコードで1文字4Bytesで表されフォントサイズに関わらず､224文字です。 
    224文字×4＝896bytes ✩外字のコードは0xa365～0xa64aです。 
 
  3-2-4.文字色関連 
 
  3-2-4-1.「ＲＣＡＢＣ+CR,LF」（Read Character And Border Color 全page 01～64） 
    全ページの文字色＆縁取り色設定をまとめて返します。 
    「ＣＡＢＣｃｂｃｂｃｂ．．．．ｃｂ+CR,LF」 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃ,ｂは､64ページ×2＝128bytesです。 
 
  3-2-4-2.「ＲＣＡＢＣｐｐ+CR,LF」（Read Character And Border Color page 01～64） 
    ページ毎の文字色＆縁取り色設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    「ＣＡＢＣ０１ｃｂ+CR,LF」～「ＣＡＢＣ６４ｃｂ+CR,LF」 
    ｃは､文字色でｂは､縁取り色です。 
    ｃ,ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  3-2-4-3.「ＲＣＢＣ+CR,LF」（Read Character Border Color 全page 01～64） 
    全ページの文字縁取り色設定をまとめて返しします。 
    「ＣＢＣｂｂｂ．．．．ｂ+CR,LF」 
    ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｂは､64ページ＝64bytesです。 
 
  3-2-4-4.「ＲＣＢＣｐｐ+CR,LF」（Read Character Border Color page 01～64） 
    ページ毎の文字縁取り色設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号で【０１】～【６４】です。 

    「ＣＢＣ０１ｂ+CR,LF」～「ＣＢＣ６４ｂ+CR,LF」 
    ｂは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
 
  3-2-4-5.「ＲＣＣ+CR,LF」（Read Character Color 全page 01～64） 
    全ページの文字色設定をまとめて返します。 
    「ＣＣｃｃｃ．．．ｃ+CR,LF」 
    ｃは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
    ｃは､64ページ＝64bytesです。 
 
  3-2-4-14.「ＲＣＣｐｐ+CR,LF」（Read Character Color page 01～64） 
    ページ毎の文字色設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号で【０１】～【６４】です。 

    「ＣＣ０１ｃ+CR,LF」～「ＣＣ６４ｃ+CR,LF」 
    ｃは､数値で0:：黒,1：赤,2：緑,3：黄,4：青,5：マゼンタ,6：シアン,7：白,8：ブランクです。 
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  3-2-5.フォント関連 
 
  3-2-5-1.「ＲＣＦＳ+CR,LF」（Read Character Font Size 全page） 
    全ページの文字のフォントサイズ設定をまとめて返します。 
    「ＣＦＳｓｓ．．．．ｓ+CR,LF」 
    ｓは､サイズでＳ：Small Ｍ：Medium Ｌ：Large です。 
 
  3-2-5-2.「ＲＣＦＳ０１+CR,LF」～「ＲＣＦＳ６４+CR,LF」（Read Character Font Size page01～64） 
    各ページの文字のフォントサイズ設定を個別に返します。 
    「ＣＦＳ０１ｓ+CR,LF」～「ＣＦＳ６４ｓ+CR,LF」 
    ｓは､サイズでＳ：Small Ｍ：Medium Ｌ：Large です。 
 
  3-2-6.文字レベル 
 
  3-2-6-1.「ＲＣＷＬ+CR,LF」（Read Character White Level 全page 01～64） 
    全ページの文字のホワイトレベル設定をまとめて返します。 
    「ＣＷＬｌｌｌ．．．ｌ+CR,LF」 
    ｌは､設定値で【Ｌ】Low，【Ｈ】High で64ページ＝64bytesです。 
 
  3-2-6-2.「ＲＣＷＬｐｐ+CR,LF」（Read Character White Level page 01～64） 
    ページ毎の文字のホワイトレベル設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    「ＣＷＬ０１Ｌ+CR,LF」～「ＣＷＬ６４Ｈ+CR,LF」【Ｌ】Low【Ｈ】High 
 
  3-2-7.文字背景ベタ塗り関連 
 
  3-2-7-1.「ＲＦＢ+CR,LF」（Read Fill Bordering 全page 01～64） 
    全ページの文字背景色ベタ塗り設定をまとめて返します。 
    「ＦＢｏｏｏ．．．ｏ+CR,LF」 
    ｏは､設定値【ＯＦ】Off/【ＯＮ】Onで64ページ＝64bytesです。 
 
  3-2-7-2.「ＲＦＢｐｐ+CR,LF」（Read Fill Bordering page 01～64） 
    ページ毎の文字背景色ベタ塗り設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 

    「ＦＢ０１ＯＦ+CR,LF」～「ＦＢ６４ＯＮ+CR,LF」【ＯＦＦ】/【ＯＮ】 
 
  3-2-8.表示関連 
 
  3-2-8-1.「ＲＩＤ+CR,LF」（Read Information Display） 
    文字表示の状態を返します。 
    「ＩＤＯＦ+CR,LF」【ＯＦＦ】 
    「ＩＤＯＮ+CR,LF」【ＯＮ】 
 
  3-2-8-2.「ＲＩＤＯ+CR,LF」（Read Information Display Offset） 
    全ページのオフセット（微調整）値をまとめて返します。 
    「ＩＤＯｎｎｎｎｎｎ．．．ｎｎ+CR,LF」 
    ｎｎは､オフセット値【００】～【１５】です。 
 
  3-2-8-3.「ＲＩＤＯｐｐ+CR,LF」（Read Information Display Offset page 01～64） 
    ページ毎ののオフセット（微調整）値を返します。 
    「ＩＤＯ０１００+CR,LF」～「ＩＤＯ６４１５+CR,LF」【００】～【１５】 
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  3-2-8-4.「ＲＩＤＰ+CR,LF」（Read Information Display Position 全page 01～64） 
    全ページの表示位置設定をまとめて返します。 
    「ＩＤＰｄｄｄ．．．ｄ+CR,LF」 
    ｄは､Ｂ【ＢＯＴＴＯＭ】，Ｔ【ＴＯＰ】で64ページ＝64bytesです。 
 
  3-2-8-5.「ＲＩＤＰｐｐ+CR,LF」（Read Information Display Position page 01～64） 
    ページ毎の表示位置設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 

    「ＩＤＰ０１Ｂ+CR,LF」～「ＩＤＰ６４Ｔ+CR,LF」 Ｂ【ＢＯＴＴＯＭ】/Ｔ【ＴＯＰ】 
 
  3-2-8-6.「ＲＩＳＭ+CR,LF」（Read Information Scroll Move） 
    スクロール表示常態を返します。 
    「ＩＳＭＯＦ+CR,LF」【ＯＦＦ】，「ＩＳＭＯＮ+CR,LF」【ＯＮ】 
 
  3-2-8-7.「ＲＭ+CR,LF」（Read Mode） 
    表示モードを返します。 
    「Ａ１+CR,LF」～「Ａ８+CR,LF」アラーム時 
    「ＭＥＮＵ+CR,LF」メニュー表示時 
    「Ｐ０１+CR,LF」～「Ｐ６４+CR,LF」 
    「ＰＡＳ+CR,LF」自動切替え 
 
  3-2-8-8.「ＲＰ+CR,LF」（Read Page） 
    表示ページを返します。 
    「Ｐ０１+CR,LF」～「Ｐ６４+CR,LF」 
    「ＰＡＳ+CR,LF」自動切替え 
 
  3-2-9.コネクタ入力設定 
 
  3-2-9-1.「ＲＣＩ+CR,LF」（Read Connector In） 
    端子台入力の設定を返します。 
    「ＣＩＡ+CR,LF」アラーム 
    「ＣＩＲ+CR,LF」リモート 
 
  3-2-10.日付,時刻設定 
 
  3-2-10-1.「ＲＴＤ+CR,LF」 （Read Time and Date） 
    日付,時刻を返します。 
    「ｙｙｙｙ．ｍｍ．ｄｄ ｈｈ：ｍｍ：ｓｓ+CR,LF」 
    ｙｙｙｙ年 ｍｍ月 ｄｄ日 ｈｈ時 ｍｍ分 ｓｓ秒 
 
  3-2-11.日付時刻表示設定 
 
  3-2-11-1.「ＲＴＳＤ+CR,LF」 （Read Time Signal Display） 
    日付時刻表示の設定を返します。 
    「ＴＳＤＯＦ+CR,LF」OFF 
    「ＴＳＤＯＮ+CR,LF」ON 
 
  3-2-11-2.「ＲＴＳＤＲ+CR,LF」 （Read Time Signal Display Range） 
    日付時刻表示のレンジ設定を返します。 
    「ＴＳＤＲ１+CR,LF」～「ＴＳＤＲ８+CR,LF」 
    1：年月日 時分秒 2：年月日 時分  3：年月日     4： 月日 時分秒 

    5： 月日 時分  6： 月日     7：    時分秒 8：    時分 
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  3-2-11-3.「ＲＴＳＤＳ+CR,LF」 （Read Time Signal Display Size） 
    日付時刻表示のサイズ設定を返します。 
    「ＴＳＤＳＮ+CR,LF」ノーマル 
    「ＴＳＤＳＳ+CR,LF」スモール 
 
  3-2-12.リモート関連 
 
  3-2-12-1.「ＲＲＣＡ+CR,LF」（Read Remote Connector Arrange） 
    リモート端子1～8のページ割り付けをまとめて返します。 
    「ＲＣＡｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】で8端子×2＝16bytesです。 
 
  3-2-12-2.「ＲRＣＡｃ+CR,LF」（Read Remote Connector Arrange number 1～8） 
    リモート端子1～8のページ割り付けを返します。 
    ｃは､端子番号で【１】～【８】です。 
    「ＲＣＡ１ｐｐ+CR,LF」～「ＲＣＡ８ｐｐ+CR,LF」 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
 
  3-2-12-3.「ＲＲＭ+CR,LF」（Read Remote Mode） 
    リモート モードの設定を返します。 
    「ＲＭＢＩＮ+CR,LF」バイナリ 
    「ＲＭＢＩＴ+CR,LF」ビット 
    「ＲＭＯＰＥ+CR,LF」オペレーション 
 
  3-2-13.電源投入時の表示ページ 
 
  3-2-13-1.「ＲＰＯＳＰ+CR,LF」（Read Power On Screen Page） 
    電源投入時のページ番号設定を返します。 
    「ＰＯＳＰｐｐ+CR,LF」ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】です。 
    「ＰＯＳＰＡＳ+CR,LF」自動切替え 
 
  3-2-14.ビデオ・ロス時の色 
 
  3-2-14-1.「ＲＶＬＢＣ+CR,LF」（Read Video Loss Background Color） 
    ビデオ ロス時の画面色設定を返します。 
    「ＶＬＢＣＢ+CR,LF」【ＢＬＵＥ】青 
    「ＶＬＢＣＮ+CR,LF」【ＮＯＲＭＡＬ】黒 
 
 3-2-15.スケジュール関連 
 
  3-2-15-1.「ＲＳＤｄｄ+CR,LF」（Read Schedule Day dd） 
    1日分のスケジュールパターン1～24の設定をまとめて返します。 
    「ＳＤｄｄｈｈｍｍｐｐ．．．ｈｈｍｍｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効です。 
    ｈｈｍｍｐｐ×24パターン＝144bytes 
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  3-2-15-2.「ＲＳＤｄｄＰ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Page） 
    1日分のスケジュールパターン1～24のページ設定をまとめて返します。 
    「ＳＤｄｄＰｐｐ．．．ｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日【０１】～【３１】です。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効です。 
    ｐｐ×24パターン＝48bytes 
 
  3-2-15-3.「ＲＳＤｄｄＴ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Time） 
    1日分のスケジュールパターン1～24の時間設定をまとめて返します。 
    「ＳＤｄｄｈｈｍｍ．．．．ｈｈｍｍ+CR,LF」 
    ｄｄは､日【０１】～【３１】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｈｈｍｍ×24パターン＝96bytes 
 
  3-2-15-4.「ＲＳＤｄｄＮｎｎ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Pattern nn） 
    1日分のスケジュールパターンnnの時間とページ設定を個別に返します。 
    「ＳＤｄｄＮｎｎｈｈｍｍｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  3-2-15-5.「ＲＳＤｄｄＮｎｎＰ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Pattern nn Page） 
    1日分のスケジュールパターンnnのページ設定を個別に返します。 
    「ＳＤｄｄＮｎｎＰｐｐ+CR,LF」 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｐｐは､ページ番号【０１】～【６４】, 【ＡＳ】です。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  3-2-15-6.「ＲＳＤｄｄＮｎｎＴ+CR,LF」（Read Schedule Day dd Pattern nn Time） 
    1日分のスケジュールパターンnnの時間設定を個別に返します。 
    「ＳＤｄｄＮｎｎｈｈｍｍ+CR,LF」 
    ｄｄは､日付【０１】～【３１】です。 

    ｎｎは､パターン番号【０１】～【２４】です。 
    ｈｈは､時間【００】～【２３】です。 
    ｍｍは､分【００】～【５９】です。 
 
  3-2-16.自動切替え時の表示/非表示 
 
  3-2-16-1.「ＲＰＡＳ+CR,LF」（Read Page Auto Sequence 全page 01～64） 
    自動切替え時の全page 01～64の表示/非表示設定をまとめて返します。 
    「ＰＡＳｌｌｌ．．．ｌ+CR,LF」 
    ｌは､【Ｌ】Live 【Ｓ】Skipで64ページ＝64bytesです。 
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  3-2-16-2.「ＲＰＡＳｐｐ+CR,LF」（Read Page Auto Sequence page 01～64） 
    ページ毎の自動切替え時の表示/非表示設定を個別に返します。 
    ｐｐは､ページ番号で【０１】～【６４】です。 
    「ＰＡＳ０１ｌ+CR,LF」～「ＰＡＳ６４ｌ+CR,LF」 
    ｌは､【Ｌ】Live 【Ｓ】Skipです。 
 
  3-2-17.バージョン情報 
 
  3-2-17-1.「ＲＶＮ+CR,LF」（Read Version Number） 
    ISH-114のファームウエアのバージョン番号を返します。 
    「ＶＮｎ．ｎｎ+CR,LF」ｎは､数値です。 
 
 
 
4.ご注意 
 RS-485で使用の場合Commandの先頭にSlave Addressの番号を付けます。 
 Answer Backの先頭にもSlave Addressの番号が付きます。 
 Commandの発行と同時に ISH-114のフロントスイッチを操作されますと 
 誤ったAnswerを返すことがあります。 
 Commandの発行を連続で行う場合200ｍseconds.以上の間隔をあけて下さい。 
 タイトル設定,または400Bytes以上のコマンド発行を連続で行う場合600mSeconds.以上の間隔を 
 あけて下さい。 
 
 RS-485とRS-232C，Ethernetを同時に制御することは､できません。 
 
 RS-485のSlave Addressを「ＦＦ」にするとBroadcast（一斉送信）通信になりAnswer Backは 
 返しません 
 
 JIS X0208第1水準は3,562文字で 
 0x222f～0x2239,0x2242～0x2249,0x2251～0x225b,0x226b～0x2271,0x227a～0x227d, 
 0x2321～0x232f,0x233a～0x2340,0x235b～0x2360,0x237b～0x237e,0x2474～0x247e, 
 0x2577～0x257e,0x2639～0x2640,0x2659～0x267e,0x2742～0x2750,0x2773～0x277e, 
 0x2841～0x2c7e,0x2d3f,0x2d57～0x2d5e,0x2d70～0x2d72,0x2d74～0x2d77, 
 0x2d7a～0x2f7e,0x4f54～0x4f7eのコードは除きます。 
 
 JIS X0208第2水準は3,390文字で0x7427～0x7e7eのコードは除きます。 
 
 拡張文字は､0x7921～0x7c6eの漢字360文字，0x7c71～0x7c7a,0x7c7d,0x7c7eの記号12文字。 
 
 合計7,324文字です。 
 
 外字登録は仕様が複雑なため弊社の外字登録エディタ for Windowsをお使いください。 
 外字のコードは0xa365～0xa37e，0xa421～0xa47e，0xa521～0xa57e，0xa621～0xa64aです。 
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5.変更履歴 
 5-1. 
  2013.04.08 外字のコードのミス表記修正 
 
 5-2. 
  2013.11.21 IBRを考慮しCommandの連続発行間隔を200msecndsに変更 
 
 5-3 
  2014.05.26 行のずれ修正 
 
 5-4 
  2015.01.15 3-2-8-3.「RIDpp」→「RIDOpp」誤記修正 
        3-2-12-2.「RCAc」→「RRCAc」誤記修正 
        3-2-16-1.「RSP」→「RPAS」誤記修正 
        3-2-16-2.「RSPpp」→「RPASpp」誤記修正 
 
 5-5. 
  2016.09.01 4.ご注意「タイトル設定,または」を追記 
 
 
 


